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基本設定
・用　　紙：A4縦置き横書き
・文字数と行数：1行40字、40行
・余　　白：上35mm、下30mm、左右30mm
・タイトル：MSｺﾞｼｯｸ体16ポイントで太字
・著 者 名：MS明朝体12ポイント
・見 出 し：MSｺﾞｼｯｸ体10.5ポイントで太字
（※本フォーマット中の見出し番号、段落番号の振り方は一例であり、当該投稿論文等に係る学術の分野における公正な慣例に則り記載してください。）
・本文、注及び参考文献：MS明朝10.5ポイント、英数字：Century、両端揃え

図表を挿入する場合
・図表の上に、図表番号及びタイトルを付ける。図表番号は、論文全体の通し番号とする。図表のタイトルは、MSｺﾞｼｯｸ体10.5ポイント。
・図表内に記載する文字、数字等は、和文10.5ポイント、英文11ポイントとする。
やむを得ない場合は8ポイント以上とする。
・図表は文字のエリア（40文字）以内に収めること。
・表は、罫線を利用した状態で作成すること（罫線を使用せずスペース等で形を整えるなどして表を作成した場合、J-STAGEのHTML掲載時に同じ形となりません）。
・図表の画像ファイルは、jpeg、gif、png形式とすること。



留意事項
・掲載決定後、研究所からの指示に従って、校正するとともに、版下を作成し、指定する期限までに御提出ください。
その際、次ページの「書誌等の英訳（和訳）等データ」を御提出ください。また、可能な範囲で、図表等の元データ（jpeg、gif、png形式）を御提出ください。
・学術雑誌『情報通信政策研究』は、研究所ウェブサイトにより刊行し、さらにJ-STAGE及び製本誌での刊行が行われる予定です。それぞれの媒体により、研究所において形式等を変更することがありますので、予め御了承ください。
特に、J-STAGEへの掲載では、J-STAGEの仕様に沿った形式での掲載となりますので御了承ください（特に図表等は、必要に応じて当方で再作成させていただく場合がございます。）。


書誌等の英訳（和訳）等データ

※掲載決定後、版下作成時に御提出ください。
（原則として、すべての項目を御記載ください。やむを得ず作成が困難な場合は、要旨（抄録）の項目は任意とします。）
※J-STAGEへ掲載する等、本文と同様に扱い、利用させていただきます。
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